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あらまし Web Index(WIX) ファイルとはキーワードとそれに対応する URL からなるエントリを持つ XML ファイ

ルである．それを閲覧中の Web 文書に結合（アタッチ）すると，文書中のキーワード部分が対応する URL へのハイ

パーリンクに変換され，ユーザはキーワードに関する新たな情報をリンク先の Web 文書から手にすることが出来る．

WIX を利用に必要なWIXファイルの作成方法には，手動で記述する方法と，指定したWebページのリンク集から

自動生成する方法が挙げられる.この２通りの作業を支援するシステムについて報告する.
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1. は じ め に

Web Index(WIX)とは，Webにおける結合可能な情報資源で

ある. 関係データモデルの表の「正規化」により，1つの表を複

数の表に無損失に分解を行うことで，情報量を損なわずにデー

タ量の削減と，データの整合性の維持が容易になる. こうした

関係データモデルの特徴をWebに応用したWebIndeX(WIX)

という研究を行っている.

現在のWebでは，特定のアンカーテキストから特定のペー

ジへのリンクがされるという構造が一般的である. WIXでは，

アンカーテキストとリンクをWebページから独立した「キー

ワードとリンク先の集合」(WIXファイル)として扱い，任意の

ドキュメントに対してユーザ主導で「結合」することでドキュ

メント内の所々の文字列の詳細情報が記述された URLのハイ

パーリンクに変換する. WIXファイルには以下のような利用方

法がある.

辞書的な利用: Webページを閲覧する際に知らない単語など

を調べる目的での利用

誘導での利用: サイト作成者が自らのサイトへのリンクを記し

たWIXファイルを作成，公開することにより自サイトへの誘

導を図る

サイト作成ツールとしての利用: Web サイトを作成する際，

WIX ファイルのアタッチでドキュメントのハイパーリンクを

生成することによって，サイト作成の際のコストが軽減される

2. 研 究 目 的

WIXファイルの生成法には，手動による記述，Webページ

のリンク集からの自動生成などが挙げられる. 手動での記述の

場合，ユーザーの意図が最も反映されたWIXファイルが作成

できるが，手間と時間がかかる. 用途に応じたWIX ファイル

を作るにはリンク集からの自動生成が適しているが，リンク集

があるページを探しさなければならず，抽出すべきでないリン

ク (ノイズ)を同時に抽出する可能性もある. また，新製品の追

加・選手の移籍などのような情報の更新をWIXに即座に反映

することができない. そこで，手動記述を補助し，手間を削減

する支援システムの提案と，リンク集を自動的に発見してWIX

ファイルを随時生成し，その情報元を監視するの２つシステム

が必要と考え，WIX ファイルを効率的に生成・更新すること

を目的とする.



3. WIXプロジェクト

3. 1 WIXの書式

WIX とは，Web における結合可能な情報資源である [2].

WIX ファイルは XML形式で記述されたエントリの集合であ

り，記述例は図 1のようになる. エントリ内には，キーワード

となる見出し語を keyword要素に格納し，それに対応する詳細

情報を示す参照先の URLを target要素に格納する.

～野球選手 WIXの例～

<wix>

<entry>

<keyword>イチロー</keyword>

<target>http://espn.com/ichiro.html</target>

</entry>

<entry>

<keyword>松井</keyword>

<target>http://espn.com/matsui.html</target>

</entry>

　・・・

</wix>

図 1 WIX ファイルの記述例

3. 2 アタッチ　

実際にブラウザ上に表示された HTML文書とWIXを結合

する操作をアタッチと呼ぶ. 現在閲覧している文書に，WIX内

に記述されている見出し語が存在した場合，その文字列を見出

し語に対応する URL先へのハイパーリンクに変換する.

3. 3 WIXのターゲットの性質

あるキーワードに対してターゲットとして WEB ページに

なり得るものは多数存在している.例えばキーワードがスポー

ツ選手や芸能人などの氏名の場合, ブログや公式ページ, 写真,

Wikipediaなどが候補として挙げられる.他にも難読語などの

ターゲットとして, 辞書ページなどが挙げられる. スポーツ選

手のブログの中でも本人が書いたものや他人が書いたそのキー

ワードを含むものなど数多く存在する.

図 2 キーワードに対するWEB ページ候補の例
ターゲットは WIX ファイル作成者が作成しようとしている

WIXファイルに合わせて選び, 決定する.キーワードとターゲッ

トの組み合わせをエントリとしてWIXファイルに記する.キー

ワードは共通点があるものをまとめてWIXファイルとする.例

えば, 東野峻や阿部慎之助は野球選手や読売巨人軍という共通

点がある.ターゲットも共通点があるものを選ぶ.特に共通の性

質を持つものを選ぶ.例えば, 野球選手WIXの時「ブログであ

る」,「本人が書いている」などの共通点が部分集合になるもの

を選ぶ. 同一のWIXファイルで対応付けるページの共通点が少

ない場合, 利用者は選ぶキーワードごとに別のカテゴリのペー

ジに対応付けてしまう. そのため, 同一ファイルのWIXファイ

ルでは共通点が多いターゲットを選びカテゴリを統一すること

が求めらる. 例えば, 野球選手WIXの時, ある選手のターゲッ

トのカテゴリがブログ, ある選手のターゲットのカテゴリが公

式ページと選手によって違った場合, ターゲットカテゴリの統

一の取れていないWIXファイルと言える.

図 3 共通点のあるWEB サイト

4. 手動記述支援システム

4. 1 手動記述支援システムの情報提示手法

ここでは，本論文で提案する WIX ファイルの手動記述支援

手法について述べる.WIXファイル作成作業に対し，ターゲッ

トとして記載する URLの発見や，新たに加えるべきエントリ

のキーワードの発見を補助するために情報提示を行う.

WIXファイルの作成時の支援として以下のようなものが考

えられる.

• 　キーワードのひらがな情報の提示

• 　キーワードに対する時期語の提示

• 　キーワードのWEB検索結果の URLの提示

• 　提示された URLと既にWIXファイルに記されてい

るターゲットとの類似度による推薦

• 　WIXファイルのターゲットに成りやすい語をスニペッ

トに含む URLの推薦

実際にはさらに無数の支援が考えられるが, 今回はこれらにつ

いての提案をおこなう.

4. 1. 1 ひらがな情報の提示

Yahoo デベロッパーネットワークのテキスト解析を使い入

力されたキーワードに対応するひらがなの情報を検索する. ひ

らがな情報をWIXファイルのキーワードに付け加えることで

WEBページ上でアタッチされる語が増え, キーワード緩和がお

こなわれる.難しい漢字や特殊な読み方の漢字などのキーワー

ド緩和をおこなう時に有用である.



4. 1. 2 キーワードに対する時期語の提示

キーワードの時期語を得る web サービスとして kizasi.jpが

挙げられる.この web サービスは毎月 25 万件以上ものブログ

記事を時系列毎に要約し, ユーザが与えた一つのキーワードに

よってブログ記事を検索することでそのキーワードとともに用

いられている関連語や, そのキーワードとともに語られている

記事の話題を成分としたベクトルをユーザに返すというサービ

スである.ブログ記事を時系列毎に要約しているため, ホットな

キーワードについては非常に多くの関連語が得られる. 例えば

年末の時期に「甲子園」というキーワードを入力すれば「阪神」

や「高校野球」といった関連語が出力されるし, 話題の成分と

して「感動」と「ワクワクする」といった成分が提示される.し

かし, あまりホットではないキーワード, 例えば数年前に流行っ

たおもちゃの名前だとか事件の名前等を入力してもほとんど関

連語は出てこない.また全てのブログにおいて一切語られてい

ないキーワードは出力結果さえ返ってこない.kizasi.jp は本来,

ある時期におけるホットな話題や関心を抽出するのが目的であ

るからあらゆるキーワードに対応しているわけではないという

ことになる.

4. 1. 3 キーワードのWEB検索結果の提示

Yahoo デベロッパーネットワークのウェブ検索機能を使い,

タイトル, URL, スニペットを取得する.手動での記述方式を支

援する.

4. 1. 4 提示された URL と既にWIX ファイルに記されて

いるターゲットとの類似度による推薦

すでに WIX ファイルに記されているターゲットの情報と

WEB検索結果で得られた URLを比較する.その結果, 関連度

が高い URLを上位で推薦する. WIXファイルのドメイン部と

パス部に注目する. ドメイン部とは http://以降から次のスラッ

シュ(/) までの文字列と定義する. パス部とはドメイン部のス

ラッシュの後から次のスラッシュまでの文字列と定義する.

入力されたキーワードに対するWEB検索をおこないタイトル,

URL, スニペットを取得する. 得られた URL のドメイン部と

パス部に記されている文字列と, 既にWIX ファイルに記され

ているドメイン部とパス部の比較をおこない一致している文字

数を得る.WIXファイル内の全てのエントリに対しておこない,

パス部, ドメイン部の共通文字数が多い順にソートして提示す

る.WIXファイルに求められるターゲットのカテゴリ一致を達

成するためにドメイン部やパス部に注目する.ドメイン部とパ

ス部が一致しているときは高確立でWIXファイルのターゲッ

トとなる.

4. 1. 5 WIX ファイルのターゲットに成りやすい語をスニ

ペットに含む URLの推薦

WIXファイルのターゲットになりやすい URLを推薦するた

めに, WEB検索をおこなう時に得られたスニペットを使う.ス

ニペットとはキーワード検索して得られた summaryの部分で

ある. スニペットにターゲットの候補になりやすい語が含まれ

る場合, その URLを候補として推薦する.その時, 精度を高め

るためにスニペットを形態素解析をおこなう.

ユーザーにターゲットの候補として成りやすい語を入力させる.

例えば, 「ブログ」, 「公式」など.成りやすい語を入力させる

ことによりユーザーの今作りたいWIXファイルのターゲット

カテゴリを推薦できる. 得られたスニペットを形態素解析した

結果、もし入力されたターゲットに成りやすい語と一致する時

その結果を上位にソートする.

4. 2 提案した手動記述システムの外部仕様

（ 1） インプットとしてキーワードを指定.

（ 2） ターゲットになりやすい URLを推薦するために候補

語を指定.

（ 3） 入力されたキーワードに対応するのひらがな情報を

提示.

（ 4） 入力されたキーワードに対応する時期語情報を提示.

（ 5） 入力されたキーワードをWeb検索エンジンでの結果

を提示.

（ 6） 得られた URL と既にWIX ファイルに記されている

ターゲットの類似度が高いものに目印を付け、上位にソートし

て提示. 比較した結果は図 5 に示すような形式で提示.

（ 7） ターゲットに成りやすい語を含むものに目印をつけて

候補として提示.比較した結果は図 6に示すような形式で提示.

システムの外見は図 4のようになる.

図 4 システムの外見

図 5 web 検索とターゲットのドメイン部とパス部の比較



図 6 web検索結果を形態素解析し、ターゲットに成りやすい語の表示
4. 3 提案した手動記述システムの内部仕様

実装は Javaのアプレットを用いた.情報を取得するのに Ya-

hoo ディベロッパーネットワーク開発と kizAPI(きざっぴ) を

使用した.

図 7 内部使用の概要
（ 1） 作成者から入力されたキーワードを得る.

（ 2） 入力されたキーワードに対応するのひらがな情報を

Yahooデベロッパーネットワーク開発のテキスト解析を使い情

報を取得し, ひらがな変換部に提示.

（ 3） 入力されたキーワードに対応する時期語情報を

kizAPI(きざっぴ) を使い上位 10 語を候補てして取得し, 時

期語部に提示.

（ 4） Yahooディベロッパーネットワークのウェブ検索機能

を使い, 入力されたキーワードからタイトル, URL, スニペット

を得る.

（ 5） 得られた URL と既にWIX ファイルに記されている

ターゲットのドメイン部とパス部を比較して, 類似度の高いも

のに目印を付ける.

（ 6） スニペットを形態素解析して, ターゲットに成りやす

い語（候補語）を含むものに目印を付ける.

（ 7） 最後に検索結果に情報をソートする.パス部が一致す

る検索結果がある時, ドメイン部が一致する検索結果がある時,

スニペットを形態素解析した結果ターゲットに成りやすい語を

含むものを上位にソートして提示.

5. Web のリンク集にもとづくWIX ファイル
の生成システム

ここではWeb のリンク集を自動的に発見し，WIX ファイ

ルの生成と更新を行う．既存のリンク集からのWIXファイル

生成手法 [3] は，指定された単一のWeb ページからリンク集

を抽出し，WIXファイルを生成する手法であった．Web上か

らデータレコードを抽出したり，表を抽出する手法は数多くあ

るが，WIXに適切なリンク集のみを抽出することができない．

そこで, リンク集抽出の新手法を提案し，WIXファイル生成者

の負担を少なくし，WIXシステムに必要な情報源となるWIX

ファイルを提供する．

5. 1 リンク集を自動的に発見してWIXファイルを生成す

る手法の概要

インプットとしてリンク集がありそうなWeb サイト URL

をユーザーが指定する. サイト内の全ページを対象として生成

フェーズに入る. 生成フェーズでは，初めに各ページをそれぞ

れブロック分割をする. ブロックからリンク集を抽出し，WIX

ファイルを生成する. 次に抽出器決定フェーズに入る. ここで

はWIX ファイルからノイズを除去し，Web ページ上の最終的

な抽出領域を指定するフィルタを利用する. フィードバックに

より，抽出器決定フェーズで抽出に使ったフィルタを更新する.

最後に監視フェーズに入る. Webページが更新・追加される場

合，抽出器に基づきシステムが自動的にWIXファイル抽出対

象ページか判断し，更新・生成を行う.

5. 2 生成フェーズ

5. 2. 1 ブロック分割

Webページはメニューやサイトマップ・広告などのような箇

所と，メインコンテンツとなる箇所に分けられることが多い.

抽出するべきリンク集は，メニューや広告を排除し，メインコ

ンテンツのみを抽出する必要がある.そこで其々を分離するた

めにブロック分割を行う.

まずページの初期分割ポイントを指定する．HTML 記述を

木構造と見て，各深さ nにおけるブロックレベル要素（注1）の個

数 Bn と割合 Rn を計算する. Bn が MAXBLOCK（注2）を超え

た時点で探索をやめ，Rnが最大となる深さ nを初期の分割ポ

イントとする.

次にブロックレベル要素以下の内容をブロックとし，特徴ベ

クトルを計算する. ページ中におけるブロックの text，img，a，

inline（注3），sblock（注4），dblock（注5），scriptノードの割合を計算

し，ブロックの特徴ベクトル BVとする. 各方向にリンク集ら

しさの補正（注6）をかけた重みつき特徴ベクトルを rBVとする.

これらの特徴ベクトルから，類似度-占有度に基づいたメインブ

ロックの決定と教師データを自動的に与えた半教師あり SVM

によるメインブロックの決定を行う.

類似度-占有度手法では rBVの長さが最大のもの (rBVmax)

からの比率が C1（注7）以上で，コサイン類似度が C2（注8）以上にな

るブロックをメインブロックとし，それぞれを再度ブロック分

割する.

（注1）：div，p，table など

（注2）：初期値 10

（注3）：インライン要素 font，strong など

（注4）：ブロックレベル要素のうち単純な木構造となる p，pre，h1 など

（注5）：ブロックレベル要素のうち複雑な木構造を持つ teble，dl，div など

（注6）：実験でチューニングした値 (0.4， 0.5， 1.0， 0.8， 0.2， 0.4， 0.05)

（注7）：初期値 0.8

（注8）：初期値 0.7



半教師あり SVMでは，rBVminとなるBVを負例，rBVmax

となる BVを正例とした教師データを与え，残りを評価データ

として判別を行う.その後，評価データだった BVのうち rBV

が最小となるものを更に負例として教師データに追加し，再学

習する.評価データが残っているか，前回学習との評価の遷移

が正から負へなったものがある限り学習を続け，学習が中断し

たときの正例をメインブロックとする. 各ブロックがこれ以上

分割すると a ノードが 10 未満になるか dblock ノードが 1 未

満になった場合を atomicとし分割を終了する.

5. 2. 2 WIXファイル生成

最終的に分割されたブロックからリンク集を抽出する. 内部

リンクとなっているアンカータグ集合を発見し，リンク先のパ

スの編集距離が 2以下でアンカーが 10個以上となる集合をリ

ンク集とする.

それぞれのメイントピック内にリンク集構造があるかどうか

を判断する. リンク集の発見は，アンカータグを含む頻出パ

ターンを発見し，その集合を抽出することで行う.

• アンカータグ A1を発見する

• 次のアンカータグA2を発見し，共有する最深の親P(A1，

A2)を導く

• それぞれのアンカータグにおける P(A1，A2)以下の最

小木を決める

• それぞれの最小木の編集距離が指定した閾値 t以下であ

れば P(A1，A2)以下のリンク集構造とする

• 次のアンカータグ A3を発見し

– P(A2，A3)が P(A1，A2)と等しいならば同様にして全

ての最小木の編集距離を計算する

– P(A2，A3) が P(A1，A2) と等しくなければ，P(A2，

A3)以下の最小木を新たに決め，編集距離を計算する

• リンク集構造と判定された最後のアンカータグの次のア

ンカータグを新たに A1とし次のリンク集構造を探す

リンク集を抽出できたら，そこからWIXファイルを生成す

る. リンク集のアンカーテキストの詳細情報を，ハイパーリン

ク先が記述していると考えられるので，アンカーテキストを

keyword要素に，リンク先を target要素に格納し，1リンクを

1エントリーとする.

HTML上のリンク集例

<html>...<table>...+

<a href="ichiro.html">イチロー</a>...

<a href="matsui.html">松井</a>...

...</table>...</html>

5. 3 抽出器決定フェーズ

生成されたWIX ファイルからデータ領域を指定する. この

フィードバックにより抽出器にKeywordフィルタ・Targetフィ

ルタを追加する. メインブロックの指定は Xpath で記述し，

WIX ファイル同士の統合を行う場合は SVM を指定して分離

面の次元とベクトルを記述する. メインブロック指定の記述は

以下のようになる.

WIXファイル生成例

<wix><body><entry>

<keyword>イチロー</keyword>

<target>http://espn.com/ichiro.html</target>

</entry><entry>

<keyword>松井</keyword>

<target>http://espn.com/matsui.html</target>

</entry>...</wix>

/html/body/*[self::div or self::table or self::p or self::h1 or

self::form][position()=3] /*[self::div or self::table or self::p or

self::h1 or self::form][position()=1]

以上を元に指定したサイトの抽出器を決定する.

5. 4 監視フェーズ

指定したサイトをクローリングし，ページが更新されたり追

加された場合，抽出器に基づいてWIXファイルを生成・更新

する.

6. 評 価

6. 1 手動記述の評価実験方法

提案手法の優位性を評価するために, 以下の手順で評価実験

をおこなった. 作成するWIX ファイルのエントリ数を同じ数

（今回は 30エントリとした）にすることで, 本手法の有無によ

る作成時間の比較をおこなう.

（ 1） 一般のユーザー 5名にWIXファイルの記述の仕方を

一読させ, 最低限のWIXファイルの知識を得させる.

（ 2） 今回の手法を使わずに手動記述でWEB 検索を使い,

各ユーザに好みのWIX ファイルを作成した. そのとき, WIX

ファイルのターゲットのカテゴリが同じになるように公式ペー

ジならば公式ページ, ブログならばブログ, 写真ならば写真に関

するターゲットを選んで貰った. 記載するキーワード３０個は

予め作成者に決めておいておかせる.

（ 3） 次に今回の手法を用いて全く同じWIXファイルにな

るようにエントリ数が 30個のWIXファイルを作成した.

• 評価方法 1:WIXファイル作成時間の比較

上記の手順 2 で作成するWIX ファイルと手順 3 で作成する

WIXファイルのエントリ数ごとの作成時間を比較する.

• 評価方法 2:ターゲットとの適合率

情報検索システムの検索性能は主に正確性と網羅性の質的な観

点から適合率 (precision:精度ともいう) を, 処理性能の量的な

観点からスループットを測定することにより判定する.

上記の手順 2で得られたWIXファイルを正解WIXとし, 上

記の手順 3 で提示されたのターゲット候補がどのくらい正解

WIXと適合していたのかを評価する.そのとき, エントリの 10

個目まで, 20個目まで, 30個目まで推薦されたターゲットが正

解WIXのターゲット部にどのくらい適合しているかをはかる.

6. 2 評価方法 1の考察

この結果, 30エントリのWIXファイルの作成時間は本手法

の有無により平均 74.2秒短く成る結果となった.

エントリ数が増加するほど, 再現率が上がりターゲットを選ぶ



時間が減るため作成時間が短くなっていることが分かる.

6. 3 評価方法 2の考察

この結果より, エントリ数が多くなればなるほど本手法で提

示するターゲットの適合率が上がる. エントリが増加すれば提

示するターゲットの数が増えるため, 適合率が上がると考えら

れる. 但し, ターゲットカテゴリが同一のWIX ファイルを作

成している場合推薦されるターゲット候補は 5個程度 (※スニ

ペットを形態素解析して、ターゲットに成りやすい語を含む場

合は大きく増えることもある)である.そのため, さほど作成時

間には影響しないかった.

6. 4 評価方法 1と評価方法 2からの考察

適合率の上昇とともに作成時間の削減にも繋がっていること

が分かる. このことからこのシステムはある程度大きな WIX

ファイルの作成に適していることが分かる.

6. 5 一番上位に推薦されたターゲット候補がターゲットに

成らなかった理由

ターゲット候補の上位に推薦されながら正解に成らなかった

ケースがある.

例えば, 野球選手ブログWIXの場合, 大手ブログサイトを利用

している選手のターゲットの中にその他のブログサイトを利用

している選手を入力すると正しくない他人の書いたページ等を

推薦してしまう.新たに記載するエントリのドメイン部が既に

記されているWIXファイルのエントリのドメイン部にない時,

上位に推薦されない.

6. 6 Web のリンク集にもとづくWIX ファイルの生成シ

ステムの評価方法

BVの重み付けと閾値の調整し, 本手法の有用性を再現率, 適

合率を用いて判断する.

6. 7 占有度-類似度抽出の閾値決定

BVの重み付けと閾値の調整をするために，5つのサイト（注9）

で実験を行った.各サイトにおいて，リンク集を抽出されるべ

きではないページとWIXファイルに適正なページをそれぞれ

10ページずつ指定し，生成されたWIXファイル自体の適合率

File-Pre・再現率 File-Recと各エントリーの適合率 Node-Pre・

再現率 Node-Recを測り，再現率が 100%になり，適合率が高

くなるようにチューニングを行った. その結果を表 1 に示す.

File Pre(FP) はファイル適合率，File Rec(FR) はファイル再

現率，Node Pre(NP)はエントリー適合率，Node Rec(NR)は

エントリー再現率として表記する.

表 1 各サイトから抽出したWIX の精度

サイト File Pre 　 File Rec 　 Node Pre 　 Node Rec

Soccernet 71 100 87 100

Espn 77 100 82 100

Sony 71 100 83 100

Kakaku 83 100 98 100

Tokyu 91 100 99 100

（注9）：http://soccernet.espn.go.com/　 http://espn.go.com/

http://www.sony.jp/ http://kakaku.com/pc/desktop-pc/

http://www.tokyu.co.jp/

6. 8 占有度-類似度抽出と半教師 SVMの比較

次に，占有度-類似度手法 (1) と半教師あり SVM(2) で再現

率と適合率を比較した実験を表 2に示す. チューニングに使っ

た 2つのサイトの 20ページと，日本野球選手の情報サイトの

指定ディレクトリ以下 2120ページ，4字熟語サイトの全 2700

ページを対象に行った.

どちらの手法でも適合率があまり高くないが，現状では簡単

なフィルタリングのみしか行っていないため，文字列の長さや

瀕死，上層へのリンクなどのフィルタを充実させる必要がある.

また適合率はWIXファイルのみの問題である.

一方再現率はチューニングしたサイト以外でもほぼ 100%に

なっている. WIXファイルを抽出する際にエントリーやファイ

ルとしての見落としがあるとそのWIXが情報を網羅出来てい

ないことになり，価値が下がると言える. またWIXファイル

と抽出に指定したサイトと両方の問題になる.

表 2 手法 1 と 2 の比較

サイト FP1 FP2 FR1 FR2 NP1 NP2 NR1 NR2

Soccernet 71 71 100 100 87 82 100 100

Kakaku 83 100 83 100 98 89 100 100

nbp 76 72 100 100 81 78 100 100

4jinavi 82 83 89 93 85 83 98 99

6. 9 複数のWIXファイルの記述

手動でWIXファイルを記述する場合とWIXファイル化対

象ページを手動で指定する半自動方法，全自動手法 (占有類似，

SVM)の 4つの比較を表 3に示す. 提案手法のうち，占有度-類

似度に注目した手法では，サイトの URLを指定するだけでリ

ンク集を発見し，該当するページの数だけWIXファイルが自

動的に生成される. 半教師 SVMではさらに，WIXファイルの

抽出に使ったブロックベクトルの分離面を元にWIXファイル

をクラスタリングし，自動的に統合することが可能となる.

表 3 各手法におけるWIX 生成の適性

手動 半自動 自動: 占有類似度 自動: SVM

適合率 〇 〇 △ △

再現率 △ 〇 〇 〇

自動統合 ― × × 〇

手動時間 × △ 〇 〇

抽出時間 ― 〇 △ ×

更新 × △ 〇 〇

7. 結 論

本研究では手動記述支援システムと Web のリンク集にもと

づくWIX ファイルの生成システムを提案し実現した. 手動記

述支援システムにより, 30 エントリの WIX ファイルの作成

時間を平均 74.2 秒 短くし, 情報提示の精度は 80％になった。

Web のリンク集にもとづくWIX ファイルの生成システムによ

り, 再現率を 100できることが確認できた. また, 既存手法や手

動記述に対して比較を行い, 本研究によって大量の WIX ファ

イルを生成することが可能となった.
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